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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・人事考課について～春に提出した能力開発カードを基づき自己評価して下さい。提出期限は、人事考課面接も考え、9月30日厳守とします。9月中旬頃より人事考課面接も実施して行きます。
・PSW実習生受け入れの依頼～東京福祉大学から１名9/10～10/12迄実習生が来ます。スケジュール添付されている為各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・古川　富蔵様～お母様から外泊日程変更の電話がありましたが、本人様に再度確認してもらうと当初の日程通り、9/13(木)16：00～9/15(土)15:00までとなりました。

＜注目患者様NCP評価＞

・滝田　英人様～本日朝から声高の独語聞かれています。本人は「縁(えにし)の糸が切れてしまってね。」と話され「ズボンが欲しいけど、自分では電話できないから頼みたい。」とスタッフに要望してくることがありました。担当スタッフは、本人と話し合い、御家族(東京姉:林様)に連絡していきましょう。心配事など本人様の中にあると、独語をされている事が多い為傾聴していきましょう。

・稲垣　恵利子様～本日深夜帯では中途覚醒ありましたが再入眠できています。プログラムは参加し、金銭管理も何度も確認する事無く行っています。荷物整理や妄想に左右された発言はありません。

　　　　　　　　　引き続き、妄想等に左右された発言や行動に注意していき、離院のないよう所在確認をしていきましょう。中途覚醒見られている為、夜間の睡眠状態の確認をしていきましょう。　

・菊地　明子様～夜間の睡眠も取れており、不安等の訴えは聞かれていません。自己評価を低くしてしまう傾向にある為、1日の振り返りとして「出来た事」をノートに記載するよう促しています。運動等も過度にならず無理せず行ってもらうようにしていきましょう。

・倉橋　生子様～菊地様との過度の交流は見られていません。他者への不満等も聞かれていません。本日OTから途中退席されてきましたが、「OTに休まず行けているから、青山荘にもいけるのだ。」と自分なりに考えて、再度OT参加しています。

・滝澤　久江様～昨日便失禁みられ、カマ止め、アローゼン1包に減薬されています。本日、便失禁は見られていません。トイレを我慢している事も考えられる為、プログラムや食事で移動などの前にはトイレへの声かけをしていきましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファ・診察状況＞

・小笠原　禮子様～痔核が前より大きく出てきており、回数も多くなってきています。予測指示の薬もつけたがらない様子です。本人からも「便が硬い。出たいから踏ん張ってしまう」と話されています。

　　　　　　問診→上記について情報提供しています。本日の就床前薬からネルコルト軟膏1Pが臨時薬で処方されています。(以後定期となります) また就床前薬服用時にはシンラック液15滴を服用して頂いて、1週間様子観察の上、次回からの処方を検討していくということです。

・元沢　政治様～耳から出血みられています。本日も、耳の違和感聞かれています。スタッフ確認するも、出血はみられていません。いじらないように指示を出しています。幻聴等が聞こえ、耳に違和感を感じている事も考えられる為、精神症状の確認をしていきましょう。

・赤坂　順市様～入浴時に髭をそらないことがある為、その都度声掛けしていきましょう。

· 十日市　利喜様～シンラック2本処方となっています。

・上村　みわ様～9/15(土)の外出許可出ています。本人様は、「9/11退院する。」と妄想発言聞かれ、本人は納得されていない様子です。

・金沢　洋子様～本人から「お昼の薬を飲みたい。」と話され、明日の昼食後薬からリントン　　　　　　(1.5)1T、リスペリドン(2)1T、エホチール(5)1T、アランターSF1T、タスモリン(1)1T　1×ndEヒル/5Tが臨時処方となりました。(以後定期)

＜内科診察＞

・金沢　洋子様、滝田　英人様、田野端　忠夫様、伊藤　五十二様　実施しています。

＜皮膚科診察＞

・木村　義重様～診察で足底を削って欲しいと要望ありましたが、「削って欲しい時は2日前にスピル膏を貼ってもらっておきなさい」と医師より説明受けています。本人希望時・観察の結果処置必要と判断した場合にはスピル膏を貼るようにお願いします。

＜患者様服薬自己管理評価･検討＞

· 三上　勇様～別包のアローゼンのセットミスがありました。それ以降錠剤の入った薬袋と

アローぜンをホチキスで止めることでセットミスの無いよう対応しています。

